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神奈川大学経営学部教授 後 藤 申イ
研 究者 の数 だ け答 えがあ る とい うのは,
経 営 学 で はそ う珍 しい こ とで は ない。 そ
の 関係す る広 が りや深 さの ゆ え に さま ざ
ま な視 点 か らの議 論 が 可能 で あ りま た必
要 で あ る とい った事情 が,設 問 に対す る1
対1の 解答 をむつ か しく してい る。 本書 で
言 及 され てい るコー ポ レー ト ・ガバ ナ ン
ス(corporategovernance.以 下CGと 略 記
す る)も,そ ういった設 問の一つ であ る。
通例 「企 業 統 治 」 と訳 され て い る この問
題 は,大 規模企業 の経営 にまっわ る古 くか
らの問題 である と同時 に,最 近 になってま
す ます その有効 な解 を求 め られ るにいたっ
た喫 緊 の問題 で もある。本 書は しか し,こ
のCGそ の ものを直接 取 り上 げ て論 じた も
の では な く,あ るべ きCGの 姿 につ い て国
内外 で数 多 く作成 ・提案 され てい る 「コー
ポ レー ト ・ガ バ ナ ンス原 則 」 の体 系的 な
整 序 作業 を とお して,CGの 本 質解 明 に接
近 しよ うと した もので ある。 そ の意 味で
は,CG問 題 解 明 のた めの経 過 報 告 ともい
える研 究で あ る。 ちなみ に,著 者 に よるC
Gの 定 義 を ここで紹 介すれ ば,そ れ は 「所
有 と経 営が分離 してい る企業 において,経
営者 が,企 業不祥二事へ の対処(コ ンプ ライ
ア ンス経 営)と 企 業 競争 力 の強化 とを 目
的 と しなが ら,企 業 に関わ る利 害関係者 の
利 害調 整 を同 時 に達成 しよ うとす る企業
構造 をい う」(は しが きi)。 この定義 に関
わる若 干の疑問 は後 に触 れ る。
本書 の内容 について は,著 者 に よる章別
ご との丁重 な要約 が 「あ とが き」 に あ る。
それ ゆえ詳 細 はそれ に譲 り,こ こでは本書
の 意義 を3点 述 べ る こ とで 内容 の簡 単 な
紹 介 に代 えた い。 著者 に よる と,CG原 則
は,CGに 関す る報 告,意 見,提 言 を含 める
と世 界 で400以 上 も策 定 され て い るが,こ
れ ら原 則 の 系譜 や 体 系 を研 究 した もの は
い まだかつ て ない とい う。 した がって,著
者 の研 究 が この分 野 にお け る蟷 矢 とい う
こ とにな る。 この先 駆性 は本 書 を評 価 す
る際 の第一 の点 となろ う。
そ の研 究成 果 に よ る とSCG原 則 は,企
業経営機構 の構築,利 害 関係者 に よるモ ニ
タ リン グ,お よびその両者 をつ な ぐもの と
して の情 報 開示 ・透 明性 の3点 を中 心 に
体 系 化 が 進 め られ て い る とい う(11-12,
135-136ペ ー ジ)。 しか も,策 定 の機 関 も公
的 ・私的 な国際機 関,機 関投 資家,公 的 ・
私 的な国 内機 関 と多方 面にわ た るが,こ れ
ら機 関の相互 の協力 と提 携が進 み,1999年
のOECD原 則 をきっか けに世界標 準原則 へ
の展 望 が は っ き りと見 通 せ る よ うに な っ
た とい うことで ある(63-64,154ペ ー ジ)。
膨大な数 の原則 を体系的 に,し か も系譜 だっ
て相 互 の連 関 を踏 ま え てわ か り易 く整 理
した こ と3こ れが本書 にお いて評 価す べ き
第 二の点 とな ろ う。
これ ら形 成 され つ つ あ る世 界標 準原 則
は,各 国の企業 に対 して直接 の影響 を与 え
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る こ とが で きない ため,「 非拘 束性 と参 照
可能 性 」(15ペ ー ジ)に とどま らざる をえ
ない。 それ ゆ え原 則 が企 業 にお い て生 き
た原則 となるため には,な に よ りも経 営者
が 中心 とな って企 業 経 営機 構 改 革 と企 業
経営 目標 か らな る企業独 自原 則 を策 定 し,
そ れ に も とつ い た経 営 を実 践 す る こ とが
必 要 とな る。 著 者 は 日本企 業 のい くつ か
の例 を検討 しなが らr原 則 に も とつ いた経
営 の構 築 のた めの必 要 な ステ ップ を 呈示
して い る。 企 業独 自原 則 の策 定 と実 践 と
い う具体的 な提 言 をお こなって いる こ と,
これ が 本書 を評価 す る際 の第 三 の点 とな
ろ う。
ところで,著 者 の 「企 業独 自原 則 」 まで
議 論 がお よぶ と,改 めてCGそ れ 自体 の問
題 が浮 かび上 が って くる よ うに思 われ る。
す で に紹介 した よ うに著者 の定 義 に よる
と,CGと は経 営者 が2つ の 目的 を もって
利 害 関係 者 の利 害 を調整 す るた め に構 築
す る 「企 業構造 」で ある,と され る。 その
目的 の一つ は企 業不祥事へ の対 処 であ り,
も う一 っ は 企業 競争 力 の強化 で あっ た。
コ ンプ ライ ア ンス(法 令 遵守)経 営 を確
保す る ことがCG問 題 に含 まれ る こ とに異
論 はない。 「所有 と経 営が分離 して い る企
業」 にお いて は,経 営者 が企業パ フォーマ
ンス を実 際 よ りも よ く見せ よ う と不正 な
い しそ れ に近 い こ とを画策 す る可 能性 は
つね にあ り,利 害 関係者 がそれ を見抜 くの
はむつ か しい。 そ こにCG問 題 が発 生す る
そ もそ もの基盤 が ある。 しか し,企 業 競争
力 の 強化 を 目的 に企 業 構造 を構 築 す る こ
とは,CG固 有 の問題 なので あ ろ うか。 著
者 は そ の とお りと考 える。 企 業 の経 営 目
標 と経 営機 構 の改 革 を企 業独 自原 則 の 両
輪 と位 置づ け(175ペ ー ジ),こ の原則 に立っ
た実践 こそが 「健 全 で効率 的な企 業経 営」
を確保 す るこ とにな る とい う(19ペ ー ジ)。
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本 書 で紹 介 され て い る 日産 の リバ イ バル
プ ラ ンや ソニーの経営機構 の改革 な どは,
企 業競 争 力 強化 の た めの独 自原 則 の 初期
段階(「 第1段 階」)な の だ とされ る(171
べ一 ジ)。
評者 の抱 く疑問 は,経 営者が策定す る企
業 目標 や競争戦略,ま たそれ に応 じた組織
改革 は,「 利 害 関係者 の利 害調整 」 をは か
るべ き ガバ ナ ン ス事項 な の か とい うこ と
で ある。 目標一戦略一組織 の関連 は,当 該
企 業 の規模 の大 小や 企 業 形 態 にかか わ ら
ず,経 営者 に とってはその適合成果 がた だ
ちに 問 われ る重 要 な経 営課 題 で あ る。 な
ぜ それ が,「 所 有 と経営 が分 離 してい る企
業」 にお け るCG固 有 の問題 として立 ち現
われ なければ な らないのか,著 者 のよ りく
わ しい説 明がほ しい箇所 である。
著者 も 「あ とが き」 にお い て今後 の研
究課題 を一覧 された 中に,企 業理念や企業
倫理 とCGと の関連 を上 げ られて いる。 本
書 を通読 して企業 の社会 的責任(CSR)と
して論 じるにふ さわ しい 内容 も散 見 され
た。CGとCSRと の 関連 と区別 を含 め て,
今 後 にお け る著者 のCG研 究 の一層 の広
が りと深化 を期待 して,欄 筆 したい。
(2004年 刊,XV,217ペ ー ジ,文 眞堂,2800
円+税)
